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第 2 章 「记忆的展示和表象空间的构建」(中国語)（和訳：記憶の展示と表象空間の構築）
（審査有）、『马克思主义美学研究』（和訳『マルクス美学研究』）南京大学美学研究所、
Vol13,No1,pp239-251,2010 年 8 月 
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 広島に原子爆弾が投下されたのは、1945 年 8 月 6 日であり、平和記念資料館が設立され



































5 「前田・原爆資料館長『被爆者でない人が体験継承する時代』」『中国新聞』（2012 年 8












































































                                                  




























































































































































































































平和祈念館、原爆ドームなど 56 ヵ所以上の施設がある。 
1945 年 8 月 6 日に広島に原爆が投下され、その後、原爆による被害の実態を記録するた
め、市内各地で数多くの被爆した瓦や石などの被爆品の収集が行われた。1949 年 9 月、広
島市中央公民館に「原爆参考資料陳列室」が設置され、原爆被災資料の展示が始まった。
その後、同年に公布された広島平和記念都市建設法16に基づき、原爆体験を保存し、平和を
記念するため、平和記念公園内に、1955 年 6 月に平和記念館が、8 月には平和記念資料館
が開館し、広島市としての公式な展示が始まった。そして、1975 年の第 1 回目の大改修を
経て、1994 年 6 月には、平和記念館が建替えられ、2 館を一体化した新たな「広島平和記
念資料館」として開館し、現在に至る。更に、2006 年 7 月 5 日には、平和記念資料館の本
館部分（1955 年に開館した平和記念資料館）が国の重要文化財に指定された。 
                                                  

























平和記念資料館の職員は、館長をはじめ、3 階の事務室に学芸担当 11 名が勤務している。 
学芸担当者は平和記念資料館の管理運営や、原爆被災・平和関係資料の収集、保存、展示
及び貸出、被爆被災・平和に関する調査研究、企画展の開催、または他の平和・戦争に関























ピースボランティアになるために、2007 年 5 月から 10 月まで事前調査を行い、その後、
































































































































































 赤十字病院から北西爆心地 1 キロメートル地点から見た爆心点は上空 31 度、2 キロメー














 1945 年 11 月までの集計では、爆心地から 500 メートル以内での被爆者は 98％から 99％
が死亡し、500 メートルから 1 キロ以内での被爆者では、約 90％が死亡したとされている。






 原爆から照射された熱線は強烈な赤外線・紫外線・放射線を含んでおり、約 600 メート
ル離れたところでも 2,000 度以上に達したとされている。爆心地から 1 キロメートル以内
の範囲にいた人は 5 度の重い熱傷被害をうけ、表皮は炭化し、皮膚は剥がれて垂れ下がっ
た。熱線による被害は 3.5 キロメートルの距離にまで及び、熱線によって発生した家屋の火
災で第 2 次熱傷を受けた者もいた。爆心地から 1 キロメートル以内で屋外被爆した者は重




 爆心地における放射線量は、103 シーベルト（ガンマ線）、141 シーベルト（中性子線）、
また爆心地 500 メートル地点では、28 シーベルト（ガンマ線）、31.5 シーベルト（中性子
線）と推定されている。すなわち、この圏内の被爆者は致死量の放射線を浴びており、即















し同様に活動した者は 0.1 シーベルトの被曝をした。 
 さらにフォールアウトによって二次被爆者が大量に発生した。特に市北西部の南北 19 キ




























 鎌田七男は、3 人に 1 人が罪の意識――自分だけが助かった、他者を助けられなかった、
水を求めている人に応えてあげられなかった等々――を持っていることを指摘している。19
このような自責の念により被爆者は肉体的苦痛のみならず、精神的にも苛まれ続けたので
                                                  














































船舶練習部は野戦病院と改称し、救護所は最大 53 ヶ所まで増加した。 
 市内の医療関係者は 9 割近くが罹災したため、救援に周辺の地域（県外含む）から多く
の医療救護班が入った。8 月・9 月の救護所収容の累計は 10 万人を超え、外来治療者は 20
万人を超えた。 
 




















第 1 節 終戦と原爆被害対策 
 広島への原爆投下 3 日後の 8 月 9 日、長崎市に再び原爆が投下された。同日、ソ連が日
本へ宣戦布告した。8 月 14 日、御前会議においてポツダム宣言受諾が決定され、日本政府
は連合国に受諾を伝える。8 月 15 日、「玉音放送」が流され、国民への終戦の告知。9 月 2






















表 2－1 原爆被爆者対策年表 
 
年月 原爆被爆者対策 経過及びその他の事項 
1950 年 10 月 全国被爆生存者調査 国勢調査付帯調査 
1951 年 5 月 原爆死没者調査 広島市 
1953 年 1 月 広島市原爆障害者治療対策協議会 発足、合同診察、治療開始 
1957 年 3 月 原子爆弾被爆者の治療などに関する法律 被爆者の健康管理と、原爆の放射能に起因する障害の
治療が国費で 4 月 1 日施行された 
1960 年 10 月 広島県、広島市、長崎県、長崎市被爆者
実態調査 
 
1965 年 11 月 原爆被爆者実態調査実施 国が初めて行った全国一斉調査 




置などの支給が 9 月 1 日から施行された。 
1974 年 4 月 原爆被害対策課が組織強化され、原爆被
害対策部(調査課、援護課)を設置 
 
1975 年 11 月 原子爆弾被爆者実態調査実施 全国調査 
1977 年 3 月 第 1 回在米被爆者健診  
1980 年 2 月 初の原爆被害二世健診実施 日本公衆衛生協会 
1980 年 11 月 在韓被爆者渡日治療 10 人 広島原爆病院等 
1985 年 10 月 原子爆弾被爆者実態調査実施 全国調査：生存者調査、死没者調査 





1995 年 11 月 原子爆弾被爆者実態調査実施 生存者調査、死没者調査、被爆体験について 





2006 年 3 月 広島市在外被爆者支援事業実施要綱廃止 在外被爆者支援事業が国の補助事業から委託事業に変













































定がある場合を除く外、都市計画法 の適用があるものとする。  
 附 則  
１  この法律は、公布の日から施行する。  
２  この法律施行の際現に執行中の広島特別都市計画事業は、これを平和記念都市建設事
業とする。  
 附 則 （四三年六月一五日法律第一〇一号） 抄  
 この法律（第一条を除く。）は、新法の施行の日から施行する。  
 附 則 （平成一一年一二月二二日法律第一六〇号） 抄  
（施行期日） 
 
この法律（第二条及第三条を除く）は、1949 年 8 月 6 日から施行された。この特別法制
定の運動の過程で、平和都市思想が形成され、広島の復興の実現に大きな役割を果たした
と言われている[広島市役所編 1983]。そして、『広島新史』（1983）によると、平和都市思
想の構造は、次の図 2－1 に示すようになる。 
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20 『中国新聞』（1945 年 11 月 20 日）を参照。 







第 3 節 原爆資料の保存――被爆建物、被爆橋梁、被爆樹木 




にあたっては、1945 年 11 月に広島市議会戦災復興委員会を設置し、1946 年 1 月に市に復
興局が開設され、2 月に市長の諮問機関として復興審議会が組織され、市、市議会、市民が
一体となって戦災復興を進めていった。2 月 25 日、復興審議会は比治山公園から己斐にけ
て 100 メートル道路建設、西練兵場および広島城跡は官庁・学校街爆 心地には公園・記念 
施設、吉島には国際飛行場などを含む都市計画案発表した。3 月 7 日、広島市復興審議会が
広島の性格を「産業、政治、経済の中心都市、学園、文化観光都市を兼ね備えた総合都市
とする」と決定する。広島市の長敏復興局が「平和と文化都夢みる広島復興の素描」を提
言する。225 月 7 日、広島市が現在の平和大通りなどを含む幅 100 メートルから 20 メート














                                                  
22『中国新聞』（1946 年 4 月 13 日）を参照。 
23広島市「被爆橋梁リスト」http://www.city.hiroshima.lg.jp を参照（最終アクセル 2013 年



































                                                  



































                                                  
25 浜井信三、『中国新聞』1953 年 2 月 15 日付。 


































































































































































































































                                                  
29『中国新聞』(2008 年 6 月 17 日)を参照。 
30『中国新聞』(2008 年 11 月 22 日)を参照。 














































































































図 2－2 広島平和記念公園を中心とする原爆体験の記念施設 






2 本川橋 14 中島地区 
3 義勇隊の碑 15 平和の泉 




6 相生橋 18 平和の灯 
7 平和の時計塔 19 平和の池 
8 平和の鐘 20 原爆死没者慰霊碑（広島平和
都市記念碑） 
9 原爆供養塔 21 旧天神町北組慰霊碑 




12 被爆した墓石 24 被爆したアオギリ 
25 全損保の碑 36 旧天神町南組慰霊碑 47 原爆犠牲ヒロシマの碑 
26 平和記念公園 37 平和大橋・西平和大橋 48 広島ガス株式会社原爆犠牲者追憶之碑 






29 マルセル･ジュノー博士記念碑 40 広島県地方木材統制株式会
社慰霊碑 
51 被爆動員学徒慰霊慈母観音像 
30 祈りの泉 41 原民喜詩碑 52 平和の門 
31 嵐の中の母子像 42 動員学徒慰霊塔 53 ノーマン・カズンズ記念碑 
32 平和の像「若葉」 43 爆心地・島病院 54 ローマ法王平和アピール碑 
33 原爆犠牲国民学校教師と子ども
の碑 
44 元安橋 55 地球平和監視時計 
34 友愛碑 45 広島郵便局職員殉職碑 56 国立広島原爆死没者追悼平和祈念館 












































































                                                  
342001 末発足の「朝鮮原子爆弾被害者支援対策委員会」の調査の結果、被爆者は約 1953
人と確認しているが、生存者数は調査中である[『中国新聞』2002 年 6 月 26 日]。ちなみに、

































                                                                                                                                                  
現在、約 4300 人である。 
35 『中国新聞』(2004 年 7 月 19 日)を参照。 








































                                                  
































る。この式典が始まったのは 1947 年のことである。38次の表 2－2 にまとめている。 
                                                  
38広島市は、記念式典について、次のように明記している。「広島市が毎年 8 月 6 日に開催
している平和記念式典は、原爆死没者の霊を慰めるとともに世界恒久平和の実現を祈念す
る式典です。式典の正式名称は、「広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式」ですが、総







表 2－2 平和式典の名称の変遷 
年代 名称 開催場所 
1947 年 平和祭 平和広場 
1951 年 慰霊式及び平和記念式 原爆供養塔前 




















 被爆から 1 周年の 1946 年 8 月 5 日には、市民の声に呼応して、平和復興市民大会が開催
された。その意図は「8 月 6 日を戦争放棄世界平和の記念日として後世に伝えるとともに平
                                                                                                                                                  
ついてですが、「祈念」という表現は、原爆死没者の霊を慰めるための祈り、平和実現のた
めの祈りという深い祈りを表した表現であると考えています。一方、「記念」については、









の平和への意志を全世界に公表するため」の第 1 回平和祭が開催された。1948 年の第 2 回
平和祭の基調は、ノーモア・ヒロシマズであった。平和宣言は、「再び第 2 の広島が地上に
出現しないように誠心こめて祈念するものである」と、ノーモア・ヒロシマズを訴えた。
そして、第 3 回の平和祭は、1949 年に制定された広島平和記念都市建設法案の記念行事と
して「恒久平和」というスローガンで開催された。ところが、1950 年の第 4 回平和祭が中
止され、1951 年には平和祭より慰霊祭の形で行事が行われた。 


















料として保存・活用している。ここでは、その中から、約 200 人の証言（ダイジェスト版 





50 周年の 1995 年に、RCC 中国放送を中心に、有識者で構成され、ヒロシマに関連した音
楽情報を収集しデータベース化する事業を行ってきた。 
                                                  






進め、1971 年に全 5 巻を刊行した。広島市内の地域別の被災状況、学校・事業所別の被災
状況、救援救護活動等について、詳しく記述している。 
 被爆者が自身の体験を描いた「市民が描いた原爆の絵」は、様々な場所で展示されてい
るが、まだ数多くの絵が展示されずに保存されている。主に 1974 年と 75 年、そして 2003
年に大量の原爆の絵が収集された。 





























文化』などを掲載した。そして、アクセス件数について、2005 年 8 月～2006 年 3 月の期
間は 30022 件で、2006 年 4 月～2007 年 3 月に期間は 17 万 9,939 件である。 
(2)ヒロシマ・ピース・サイト 
 1995 年 8 月から広島市のホームページの中に平和宣言や原爆被害概要が掲載された。
1998 年度には、内容・構成を飛躍的に充実させた「ヒロシマ・ピース・サイト」
（http://www.pcf.city.hiroshima.jp/）が開設された。2004 年度末には、新たに「広島の復












には 104 万件のアクセスがあった。 
(5)広島平和記念資料館メールマガジン 
 広島平和記念資料館では、資料館に関する最新情報を配信するとともに、利用者とのコ














































































































































ること[最終アクセス 2013 年 1 月 15 日] 


























                                                  
42 『中国新聞』（1963 年 12 月 7 日付）を参照。 
43 『中国新聞』（1972 年 4 月 1 日付）を参照。 
54 
 




























室は同記念館 2 階北側の一般用貸会場を改装したもので、広さは約 380 平方 m。司書 1 人
を配置。午前 9 時から午後 4 時まで入室を認め、5 時に閉館する。」[『中国新聞』1974 年
4 月 28 日] 



































































 被爆から 30 年、原爆資料は続々と発見され、平和記念資料館も 20 年経って、新しい保
存と展示の場所が必要となっている。また、世代が交代するとともに、個人による原爆資




                                                  






































                                                  





サキ原爆展」が開催され、写真 66 点、被爆資料 40 点が展示された。 






























                                                  
46 「被爆体験の継承を目指して――歴代館長座談会〈平和記念資料館の 50 年を語る〉」,（『平
和文化』159 号）を参照。 
































 被爆から 50 年、被爆者の高齢化とともに、被爆経験の風化がますます進みつつあった。
また、1993 年の 6 月の市議会において、平和記念館の建て替え問題に関して「被爆者の視
点だけでなく長い間の人類の視点に立って、戦争博物館を造れば広島市にふさわしい」と








 1994 年、平和記念資料館は 2 度目の大改修を終え、開館した。1989 年に公会堂が国際
会議場として、1994 年には平和記念館が広島平和記念資料館の東館として新築された。2
つの建物は一体となり、従来の平和記念館は「原爆体験継承の場」の西館、新しい東館は










































たとえば、写真 3－6 が加えられ、その説明文は、次のようである。 

















写真 3-5 広島市の軍用地（日清戦争～大正期） 
（広島平和記念資料館・所蔵） 














「資料館入館者は 1991 年度、1,593,280 人というピークに足してからは減少傾向です。な
んとかしなければということで、重点を置いたのが被爆体験の継承です。東館開館時は、




















                                                  













指導、助言を得て 2007 年 1 月に策定された。 
 
(1) 策定の経緯 







































2008 年 12 月までに、平和記念資料館では、年間 2 回、特定のテーマで企画展が行われ、
これまで計 30 回の企画展と特別企画展が開催された。 
 企画展一覧（表 3-1）を見ると、企画展は大まかに三つの種類に分けることができる。 
 一つ目は人物（子供・女性・被爆者等）を中心に展示を行うもの。例えば、2004 年 7 月
16 日～12 月 15 日に実施された「動員学徒――失われた子どもたちの明日」。 
 二つ目は、写真や絵によって記録された原爆体験の展示である。例えば、2008 年 2 月 14
日～7 月 15 日に実施された「菊池俊吉写真展―昭和 20 年秋・昭和 22 年夏」。 
 三つ目は、特定のテーマ（被爆建造物、海外支援など）を取り上げ、多様な方面から原
爆体験の多様な事情を展示し、原爆体験の様々記憶を表象するものである。例えば、2007
年 7月 25日～10月 31日に、「海外からの支援―被爆者への援助と込められた再建への願い」
というテーマで、原爆後の海外からの援助の状況を写真や実物を通して展示している。 









表 3-1 企画展一覧 （人物 テーマ 写真と絵） 
年度 時  間 テーマ 
2008 7 月 24 日～12 月 15 日 「被爆建造物は語る」 
2008 2 月 14 日～7 月 15 日 「菊池俊吉写真展 ―昭和 20 年秋・昭和 22 年夏―」 
2007 7 月 25 日～10 月 31 日 「海外からの支援－被爆者への援助と込められた再建への願い」 
2007 2 月 15 日～7 月 17 日 「林重男写真展」 
2006- 
2007 
7 月 20 日～7 月 10 日 「託された過去と未来－被爆資料・遺影・体験記全国募集 新着資料よ
り」 
2006 3 月 15 日～9 月 28 日 「宮武甫・松本栄一写真展－被爆直後のヒロシマを撮る」 
2005 7 月 11 日～12 月 18 日 廃墟の中に立ち上がる－平和記念資料館とヒロシマの歩み－ 
2005 2 月 15 日～6 月 30 日 「第三の被爆－第五福竜丸とヒロシマ」 
2004 7 月 16 日～12 月 15 日 「動員学従―失われた子どもたちの明日」 
2004 3 月 3 日～7 月 11 日 似島が伝える原爆被害―犠牲者たちの眠った島 
2003 7 月 25 日～12 月 15 日 原子爆弾ナリト認ム―原爆投下後に行われた被爆調査の軌跡を追う 
2003 3 月 5 日～7 月 6 日 原爆の絵―市民の手によるヒロシマの記録― 
2002 7 月 18 日～12 月 1 日 焼け野原に人々を助けて―薬も食べ物もない中で続けられた救援活動 
2002 3 月１日～７月 10 日 ヒロシマの証言―奪われた街・残されたもの 
2001 7 月 19 日～12 月 16 日 サダコと折り鶴―時を越えた生命の伝言 
2001 3 月 16 日～7 月 9 日 よみがえる歴史の記憶―一瞬に消え去った爆心の町 
2000 7 月 19 日～10 月 16 日 質問つづる不思議発見 原爆―見えない放射線の被害 
2000 3 月 1 日～7 月 9 日 カメラがとらえた被爆の真実―ヒロシマを切り取った眼― 
1999 7 月 7 日～9 月 30 日 焼け跡に響く子どもたちの声―焦土から平和記念都市へ― 
1998 3 月 1 日～7 月 9 日 銃後を支える力となって－女性と戦争 
1998 7 月 17 日～9 月 30 日 子どもたちの戦場―集団疎開 おとうさん おかあさんと離れて― 
1997 11 月 1 日～11 月 30 日 公園の下に眠る街爆心地中島地区 
1997 7 月 19 日～10 月 19 日 きのこ雲の下に子どもたちがいた 
1997 1 月 29 日～2 月 28 日 「原爆ドーム世界遺産化展―（世界遺産の登録決定時）」 
1996 7 月 20 日～9 月１日 「収蔵資料展―あの日、そして焼けついた記憶」 
1995 10 月 1 日～10 月 13 日 「原爆ドーム世界遺産化展―（ユネスコの登録申請時）」 
1995 7 月 15 日～8 月 27 日 「被爆 50 周年資料館開館 40 周年記念――ヒロシマの軌跡」 
1995 3 月 1 日―4 月 20 日 「写真展――あのとき広島は」 






















第 5 節 考察 























































っている。展示を見ていくと、歴史の流れで、地下 1 階と地上 3 階からなり、地上 1 階か

























（東館 1 階） 
（東館 2 階）
（東館 3 階） 
（本館）
* 外観写真が筆者撮影 





















































に集中し、当時の市域の約 10％を占めた。1931 年の満州事変50を契機に、中国との間で 15
年にわたる戦争が始まり、1937 年には全面戦争に拡大した。第五師団は、先発隊として大
陸での戦闘に加わり、その後も最前線で戦闘に参加した。広島では、さらに軍事施設の新
設や拡充が行われ、造船や金属工業など軍需施設が活発になった。1941 年 12 年、日本は
ハワイ真珠湾の奇襲攻撃とマレー半島上陸により、太平洋戦争に突入した。初期には戦況
を有利に展開させたが、1942 年 6 月のミッドウェー海戦、8 月のガダルカナル島の戦いに
敗れた。戦局が悪化する中、1945 年 4 月には、本土決戦に備えて設けられた第二総軍司令
部が広島に置かれ、軍事基地としての重要性が増した。 
 











られ、広島でも 1945 年 4 月学に童疎開が行われた。 
 市民生活が窮乏するなかで、国内の各都市への空襲も激しさを増し、次第に重苦しい雰





 当時の生活の様子を、平和記念資料館のピースボランティア A は次のように述べる。 
「戦争中、家の中では鉄のものはほとんどなかった。服のボタンも木のやつを使っていた。」
[聞き取り 2009 年 9 月] 
 









































 1943(昭和 18)年 5 月、アメリカが原爆投下の対象に想定していたのはドイツではなく日
本であった。翌年 9 月、アメリカとイギリスの首脳は日本への原爆使用に合意した。1945
年春以降、日本の戦況が圧倒的に不利な中、アメリカには長引く戦争を終結させるための








確に測定できるよう、直径 3 マイル(約 4.8kHG)以上の市街地を持つ都市の中から選び、空
襲を禁止した。7 月 25 日には目標都市の広島、小倉、新潟、長崎のいずれかに対する投下
命令を下した。広島を第 1 目標とする命令を出したのは、8 月 2 日。それは目標都市の中で

























いた松重美人が撮影した 5 枚写真の中の 1
枚。 



























 3 階は、「核時代」と「平和の歩み」と 2 つの大きなテーマに加えて、「ヒロシマの願い」
「語り続き」という未来の平和を願う展示がある。 
 
写真 4-6 「核兵器の時代」の展示 
（筆者撮影） 

















































 核兵器の廃絶と世界恒久平和の確立を掲げ、広島・長崎両市長の提案で 1982 年に「世界
平和連帯都市市長会議」（2002 年 8 月に「平和市長会議」に名称変更）が創設された。総
会は 4 年ごとに広島・長崎両市で開かれるが、その趣旨に賛同する都市は会議の度に増え、
103 ヵ国・510 都市（2001 年 10 月末現在）に達している。第 5 回市長会議は 2001 年 8 月
に開催され、世界 28 ヵ国・105 都市 2 団体の代表が「人類が 21 世紀を生きのびるために─
人類と科学技術の和解をめざして─」を基調テーマに活発な議論を行った。原爆の惨禍を示
す被爆資料は国外へも貸し出され、広く展示されている。世界の人びとが集まるニューヨ
ークの国連本部のロビーにも 1983 年から展示され、原爆の残虐さを訴え続けている。 









































射線による被害」の 3 つのコーナーにより、原爆の被害が展示されている。 












写真 4-10 熱線による被害（筆者撮影） 写真 4-11 爆風による被害（筆者撮影） 
写真 4-12 高熱による被害（筆者撮影） 写真 4-13 放射線による被害（筆者撮影）
 











で数多くの作品を生んだ[写真 4-14]。1974 年と 1975 年 NHK 広島放送局が行った呼びか
けに 2,225 枚の絵が寄せられた。また、1976 年から 1978 年には、NHK が「わがなつかし















































 研究結果は、のちの展示に体現される。例えば、井手三千男が 2005 年に報告した「林重





表 4-1 研究報告一覧 
 
▽ 特別寄稿 
刊号 研究者 題  名 
1 福井治弘 分業論――広島県内平和団体間協力関係について 
2 静間清 「黒い雨」に含まれた原爆フォールアウトを追って 
3 杉本俊多 文化財としての平和記念資料館・平和記念公園 
4 西本雅実 原爆記録写真～埋もれた史実を検証する 
▽ 広島平和記念資料館資料調査研究会 研究報告 
1 石丸紀興 広島平和記念公園発掘調査における都市の重層構造の考察 
 井手三千男 アメリカ合衆国戦力爆撃調査団撮影合衆国国立文書館所蔵 平和博
物館を創る会入手写真の調査 
 水本和実 2001 年の核をめぐる論調と動向―9.11 テロで激変した国際情勢 
2 横山昭生 『市民が描いた原爆の絵』における橋―画中の説明を中心に 
 水本和実 米国の対イラク戦争準備に揺れた世界―2002 年の核をめぐる動向と
論調 
 井手三千男 林重男寄託写真の調査 
3 石丸紀興 世界の戦争遺跡の存在実態と保存理由などに関する研究 
 高橋博子 海外被爆資料の研究 
 水本和実 被爆 60 周年だが NPT 体制は危機的状況―2005 年の核をめぐる動向
と論調 
 横山昭生 『市民が描いた原爆の絵』における防火水槽―画中の説明を中心に 
4 浅田昭紀 被爆資料のデジタル化とその電子展示の研究 
 水本和実 核軍縮の羅針盤は狂う一方―2006 年の核をめぐる動向と論調 
▽ 広島平和記念資料館 資料調査報告 
1 落葉裕信 赤十字国際委員会文書館所蔵のマルセル・ジュノー博士の広島におけ
る救援活動に関する資料について 
 濱本康敬 故 河本一郎 所蔵資料の整理とデータベース化作業 
2 濱本康敬 日本平和博物館会議の足跡と第 10 回日本平和博物館会議の主催 
3 宇多田寿子 被爆資料・遺影・体験記全国募集の概要 
 落葉裕信 相原秀二の資料の整理について 
4 稲葉瑞穂 広島平和記念資料館更新計画について 
（＊2010 年 4 月現在） 
84 
 
















写真 4-18 人影の石（人の影が残る石） 
(筆者撮影) 
写真 4-19 変形したガラス瓶など 
（筆者撮影） 
   











まいました」[聞き取り 2009 年 7 月] 
 





























                                                  
53 「人影の石」は広島平和資料館に寄贈される前、「死の人影」と呼ばれている。住友銀行






































写真 4-20 南京陥落を祝賀する提灯行列（1937） 















べきでないでしょうか。」[聞き取り 2009 年 10 月] 
 







死没者に対しては、少しも感じなかった」[聞き取り 2009 年] 
 



































向き合うというような構造となる。写真 4-21 と写真 4-22 はどちらも人が中心となって写












































 写真 4-24 にある原爆ドームの模型は、2001 年から東館の左奥に設置された。広島平和記
































































































「年齢が 18 歳以上であること。」 
「外国人の場合は、日本語の会話能力を有すること。」 
「11 月から 2 月にかけて実施され、のべ 10 日程度の研修に参加できること。翌年度 4
月から、月 2 回以上、10 時から 16 時まで活動できること。」 
 
1998 年の第 1 期生の呼びかけに対して、広島市からは 150 人、福山市、岩国市などから
も応募があり、応募人数は男性 53 人、女性 128 人、合計 181 人に達した。学生、会社員、
                                                  




者は 16 人。応募者の応募動機からは、平和への関心、意識が高いことがわかる。「定員 150
名程度」の募集に対して 181 人の応募があったため、年齢構成や希望活曜日のバランスの
点から選考が行われ、人数を 65 人に増員して研修がスタートした。20 歳の女性から 70 歳
の男性まで幅広い年齢層の人たちで構成され、公共施設へのボランティアの導入としても
注目された。また、1999 年加わった 2 期生には、第 1 回目で選考に外れ、再応募した人も
多かった。また、初めは「平和学習支援ボランティア」という名称で活動がスタートした
が 1999 年 2 月からボランティアの愛称は「ヒロシマピースボランティア」となり、正式名
称として使われるようになった。55 
1999 年の第 1 期以来、2011 年には第 12 期となった。2011 年 4 月 1 日現在、221 人が
登録し、男性が 76 人、女性が 145 人、平均年齢は 57 歳（最高 81 歳、最低 20 歳）、被爆
者は 29 人である。詳細は次の表 5－1 にまとめている。 
 












（現在）計 男性 女性 計 男性 女性 
1 1999 50 181 65 58 12 46 58 12 46 26 
2 2000 50 159 66 57 13 44 106 24 82 27 
3 2001 60 77 77 64 16 48 162 38 124 25 
 2002 なし          
4 2003 20 21 21 18 7 11 128 41 87 13 
5 2004 28 40 33 29 12 17 139 47 92 19 
6 2005 30 36 36 34 7 27 167 53 114 24 
7 2006 30 31 28 27 6 21 181 57 124 19 
8 2007 30 32 32 24 10 14 188 63 125 23 
9 2008 30 65 65 48 16 32 224 76 148 48 
10 2009 30 47 47        
* 各年度は 4 月 1 日現在 
* 「期別人数」は、2008 年 4 月 1 日現在、各期生の人数のこと 
                                                  
55 愛称の決定はボランティアの意向が尊重された。ボランティア研修生から愛称を募集し
ていた。最初は「ヒロシマ・ピース・ボランティア」と「ヒロシマ ピースボランティア」
という 2 つの表記が混用されていたが、現在は「ヒロシマ ピースボランティア」に統一さ




➁ 曜日別人数  表 3－3 年齢構成  
曜日 人数 男性 女性  20 代 9  
月曜日 31 11 20  30 代 19  
火曜日 32 11 21  40 代 29  
水曜日 28 8 20  50 代 52  
木曜日 33 11 22  60 代 80  
金曜日 26 9 17  70 代 32  
土曜日 27 1 17  80 代 3  
日曜日 34 13 21  計 224  
活動中止中 13 3 10  * 平均年齢 57 歳 
  最高年齢  81 歳 
  最小年齢  20 歳 
* 2008 年 4 月 1 日現在 
計 224 76 148  
* 2008 年 4 月 1 日現在 
* 『広島平和記念資料館編 2009a』を参照し、筆者が作成。 
 
ピースボランティアは、活動可能の曜日に分けられ、それぞれの曜日で活動を行う。活
動時間は、午前 10 時から午後 4 時までである。活動回数は、原則 4 週の間で 2 回以上活動
すること。交通費については、原則月 2 回まで実費が支給される（往復で 1000 円まで）。 

















第 2 節 ピースボランティアとして活動する人々の思い 





















あります。」[聞き取り調査 2009 年 4 月] 
 








                                                  
56 『朝日新聞』（2000 年 4 月 8 日）を参照。 






調査 2009 年 4 月] 
 
  二つ目の動機は、生活の充実とボランティア活動の主旨が一致することである。たと
えば、ピースボランティア E（50 代・女性）は活動に参加する理由を述べている。 
 







募した。」[聞き取り調査 2009 年 4 月] 
 
 また、ピースボランティア F（70 代・男性）は次のように述べている。 
 




































ったらそれは自分の責任だと思いますから。」[聞き取り調査 2009 年 4 月] 
 






















2009 年 4 月] 
 





3－1 HG の事例――被爆者ピースボランティア 
 HG は、1931 年生まれの男性である。14 歳の時に被爆し、妹を亡くした。妹は亡くなる
までの日常生活を日記に書いていた。HG はその日記と妹が被爆した時の服を保存している。
1988 年に NHK が妹の日記を内容とする番組を放送した。HG は、1992 年からピースボラ
ンティア活動を始め、ピースボランティアになる動機や活動について次のように述べてい





























































































3―2 HD の事例――非体験者ピースボランティア 
HD は、1945 年生まれで大阪出身の男性である。もともとパソコン関係の仕事をしてい
て、仕事の都合で 4 年間、アメリカで生活したこともある。その後、3 回程、転勤で広島に
滞在していたが、1995 年に会社を退社して広島に移住してきた。2000 年からピースボラン
ティア活動を始めた。HD は、ピースボランティアになるまでの過程を次のように説明する







































































































































 原爆について、中国の教科書では、1945 年 8 月 15 日、広島に原爆が投下され、8 月 9
日には長崎にも原爆が投下された。原爆投下は、戦争を終結させたと理解していた。2006
























研修会は 10 回の通常研修と 2 回の特別研修（英語研修、希望者のみ）からなる。第 1 回目
は、開催式で平和記念資料館館長から挨拶と資料館の主旨、及びヒロシマピースボランテ
ィア活動の重要性についての講義を受けた。そして、啓発担当職員から研修日程や注意事
















表 5-2 2007 年度 ヒロシマ ピースボランティア新人研修プログラム 
 
1 通常研修 
回 日  時 内  容 講  師 






2 11 月 3 日（土） 
13:00～16:00 
資料館の展示解説 ピースボランティア 


























9 2 月 24 日（日） 
13:00～16:00 
広島平和記念資料館の展示解説実習 ピースボランティア 
10 3 月 9 日（日） 
13:00～15:00 
被爆体験証言 被爆体験証言者 





 日時 内容 講師 
英 
語 













































写真 5－1 広島テレビの特集（出処：広島テレビ） 
 
・「CHANGE ひろしまが替わる時 中国人留学生楊小平さん」『読売新聞』（33 面 地域


























































表 5－3 テレビ新聞報道一覧 
 
タイトル メディア名 巻号 日付 
留学生 ヒロシマ継承 『朝日新聞』 14 版社会 2008 年 4 月 21 日
平和の懸け橋に ピース・ボランテ
ィアの 10 年❶ 
『毎日新聞』 23 広島 2008 年 8 月 9 日 
CHANGE ひろしまが替わる時
中国人留学生楊小平さん 






2009 年 5 月 8 日 





NO21 2010 年 4 月 
外国人向け お薦めスポット 『中国新聞』 14 面 こども
新聞 
2011 年 6 月 27 日
紡ぐ平和 決意新た 留学生案内
「懸け橋に」 
『中国新聞』  2011 年 9 月 19 日
被害者の人生見詰めたい 『中国新聞』 朝刊第３社会 2011年 12月 14日
「遺物で感情を共有」記憶の風景と
表象シンポ 長崎大、原爆テーマに
『長崎新聞』  2012 年 3 月 2 日 
*筆者が作成 
 

















































































































第 2 節 原爆体験のツーリズムの歴史と動向 
2－1 原爆体験のツーリズムの歴史 
 原爆体験のツーリズムに関する記録は、1947 年における「原爆十景」の選定にさかのぼ
る。1947 年に行われた、現在の平和記念式典の始まりとなった第 1 回目の平和祭は、原爆
ドーム対岸の中島地区で行われ、「原爆十景」と名付けられた原爆記念物が選ばれ、復興の
息吹とともに、被爆の実態を残す営みが起きた。「原爆十景」は、「被害の特殊性を保存し、















                                                  
59 『中国新聞』（2007 年 4 月 3 日付）を参照。 




































                                                  








































                                                  
63 『朝日新聞』（2007 年 7 月 28 日）を参照。 
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図 6－1 年度別総入館者数等の推移（1955～2004 年度） 
 
 
* 「広島平和記念資料館 50 周年企画展」（2005）より 
* 2005 年 4 月 1 日現在 
 
表 6－1 広島平和記念資料館年度入館者数（2007～2011 年度） 
 
区分 総入館数 外国人    
   大人 小人 修学旅行等
団体 
2007 年度 1,339,400 174,815 921,235 418,165 298,803 
2008 年度 1,357,233 181,727 938,994 418,239 306,648 
2009 年度 1,400,543 160,341 963,084 437,459 310,849 
2010 年度 1,329,842 181,847 904,836 425,006 308,550 
2011 年度 1,213,702 96,510 785,978 427,724 327,610 
＊広島市正式ホームページを参考して作成した。（最終アクセス 2012 年 10 月 31 日） 
http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/contents/0000000000000/1271720896272/index.html 
＊「大人」とは、小人以外、「小人」とは幼児、小・中・高校生、中等教育学校および 15 歳以
上 18 歳に対する日以後の最初の 3 月 31 日までの間にある人、「修学旅行団体」とは修学旅行
などの団体である。 
 
2011年度広島平和記念資料館の入館者人数は、121万 3,702人で、2010年度の 11万 6,140
119 
 
人と比べて 8.7％の減少である。その内、外国人数は、9 万 6,510 人で、昨年度より 8 万 5,337
人、46.9％減少している。また、小・中・高校生の修学旅行等団体の入館者数は、32 万 7,610
人で、昨年度より 1 万 9,060 人、6.2％増加した。団体数は、4,286 団体で、219 団体、4.9％
減少している[広島平和文化センター2012]。 
 
表 6-2 平和学習の団体の来館回数と人数（回数/人数 1997～2006） 
 
区分 小学校 中学校 高等学校 その他 計 
1978 年から平和学習に来航した修学旅行生や各種の団体などを対象に、被爆体験講話を行うとともに、
映画を上映している 
2006 935/72434 328/39474 187/28929 341/11379 1791/152216 
2005 892/69526 305/34774 182/26157 366/11063 1745/141520 
2004 879/66729 277/32537 168/32295 369/10962 1693/142523 
2003 836/61913 262/3188 175/31184 285/10593 1558/135578 
2002 777/59375 251/30654 199/37562 242/9591 1469/137182 
2001 777/62477 230/31960 123/21278 288/10153 1418/125868 
2000 695/56360 239/32750 147/24851 248/8450 1329/122411 
1999 656/55121 204/27427 134/22718 190/7968 1184/113234 
1998 671/58872 187/28902 156/26812 195/7336 1209/121877 
1997 600/56702 186/26065 148/24396 173/6576 1107/113741 
* 『平和文化』より、筆者まとめ 
 














表 6－3 広島市観光客数の推移（2007～2011） 
 
区分(人) 2007 2008 2009 2010 2011  
前年との
比較 
入込観光客 10,624,000 10,435,000 10,048,000 10,571,000 10,673,000 1.0%  
一般観光客 10,014,000 9,818,000 9,439,000 9,918,000 10,069,000 1.5% 
修学旅行生 298,000 307,000 305,000 314,000 327,000 4.1% 
外国人観光客 312,000 31,000 304,000 339,000 277,7000 18.35 





























 表 6－1「広島平和記念資料館の来館者数推移」と表 6－3「広島市入込観光客数の推移」
を比べてみると、2 つ統計方法において、客数の推移の上昇、また減少は、同じ傾向を表し
























い議論の道のりを乗り越えて実現した[淵ノ上 2008]。1996 年 12 月、原爆ドームは核兵器
廃絶と人類の平和を求める誓いのシンボルとしてユネスコの世界遺産一覧に登録され、英













































「学校でも勉強したがもっと勉強したい」[小学校 1 年生 2009 年聞き取り] 
 
「学習ノートの質問に答えないといけない」[小学校 1 年生 2009 年聞き取り] 
 
「サダコさんのことを聞いたが、ほかのことも知りたい」[中学生 1 年生 2009 年聞き取り] 
 
「平和がとても大事だから、もっと勉強したい」[中学生 1 年生 2009 年聞き取り] 
 







「面白くないから（走って通った）」[小学校 1 年生 2009 年聞き取り] 
 
「（手で目を隠す）怖いから、見たくない」[中学校 1 年生 2009 年聞き取り] 
 
「どうなっているかなと、触っちゃった」[小学校 1 年生 2009 年聞き取り] 
 






















東館の見学に 60 分から 70 分間を使い、本館の見学には 20 分から 30 分間しか時間がなく
なってしまうケースが多い。調査によれば、「原爆投下前の広島の歴史」と「なぜ原爆は広
島に投下したのか」という内容を中心とする、原爆投下の歴史（東館 1 階）に 30 分以上の
時間を使うツーリストも多く見られる。また、「被爆後の市民生活」「都市の復興」（2 階）、
「核兵器の現在」と「平和への歩み」を内容とする東館 3 階に 30 分間を使うと、東館の見




























 1970 年 10 月に広島平和記念資料館に「対話ノート」が設置された。当時は広島平和記
念資料館の出口付近に、B5 判のサイズのノートが使用されていた。資料館の見学を終えた
人は、平和記念公園を望むロビーで、自由にそれぞれの感想や思いを書きつづることがで




「開館から 15 年を経た年（1970 年）でした。高度経済成長期の日本では、この年、大阪
万博が開催されました。一方、公害問題も深刻化し、大きな社会問題となったのもちょう
どこのころからでした。海外ではベトナム戦争で米軍による空爆が再開され、平和問題へ








ショックを受けました（1970.10.15 S.T 高校 2 年生）」[広島平和記念資料館 2005a:11] 
 
➁アメリカ兵がにくいのではない。アメリカ政府がにくいのではない。私は戦争がにくい

















⑥This museum seems to impress more the desires for peace for the japanese than the 
desire for world peace. As long as peace is desired, how about some for the surrendered 
victims of the dishonorable aneak attack on Pearl Harbor?At least this was an act of 















⑨「Peace in the world begins with peace in the hearts of each person. Let us join heart 











争を起こす人たちはさらに最悪）（1992.2.19 Y.F 中国）」[広島平和記念資料館 2005a:68] 
 

































                                                  









































が徹底しているのですね。」[ペルー在住の日本人女性 2011 年聞き取り] 
 


































                                                  
66一方、原爆遺跡の保存に反対する意見も多くあった。「原爆ドームを見ると、過去の悲惨
さを想起してしまうから、保存しない」と主張する人は多くいた。淵ノ上英樹 2008「平和





































































































ついて再度確認をした。改めて各章の関連性を説明すると第 1 章と第 2 章は、原爆体験の
内容を考察するものであり、これをうけて第 3 章では、第 1 章と第 2 章で示された原爆体
験の内容とその後の聖域化の表象過程と対照的に、広島平和記念資料館の過去から現在ま





















































































































































































































































的調査をとおして」,『IPSHU 研究報告シリーズ 研究報告 NO15』,広島大学平和科学研
究センター 
佐藤信行 
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 最後になりますが、本論は 2007 年度「広島国際交流センター奨学金」、2008 年度～2010
年度「日本学生支援機構奨学金・学習奨励費」及び、2011 年度「国際ロータリー米山奨学
会奨学金」の交付を受けながら実現したものです。また、2011 年 11 月からは、トヨタ財団
による研究助成プログラムから惜しみない援助を賜っています。上記財団による援助がな
ければ、本研究の諸課題に糸口をつけることは到底できませんでした。この場を借りて、
調査期間全般にわたり、常に温かくサポートをしてくださった財団の方々に御礼申し上げ
ます。 
